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１．今回の報告期間は平成１６年３月２９日より平成１６年６月２７日までの約３ヶ月で 
あり、法定報告に基づく新規ＨＩＶ感染者報告数は、平成１６年１月に報告された 
１９４件を更新し１９９件と過去最高となり、新規ＡＩＤＳ患者報告数は７８件で前回

を上回った。 
 （前回：ＨＩＶ感染者１５０件・ＡＩＤＳ患者６９件） 
 （前年同時期：ＨＩＶ感染者１３５件・ＡＩＤＳ患者８１件） 
        
２．性別に見ると、ＨＩＶ感染者報告数１９９件のうち１８６件（約９３％）、ＡＩＤＳ患

者報告数７８件のうち６８件（約８７％）を男性が占めている。従って、男性の HIV 感

染者及びエイズ患者の動向が全体の動向を左右していると理解して差し支えない。 
 
３．感染経路別に見ると、ＨＩＶ感染者では同性間性的接触によるものが男性１２５件（感

染者全体の約６３％）と最も多く、異性間性的接触によるものは５５件（約２８％、男

性４５件・女性１０件）であった。 
  一方、ＡＩＤＳ患者では同性間性的接触によるものが男性２５件（患者全体の約３２％ ）、

異性間性的接触によるものが２９件（約３７％、男性２３件・女性６件）であった。 
 
４．年齢別に見ると、ＨＩＶ感染者では２０代～３０代の占める割合が高く、感染者全体 

の約７２％（１４４件）を占めている。 
 一方、ＡＩＤＳ患者では患者分布はＨＩＶ感染者より高年齢層に広がっており、３０

歳以上が、７１件（約９１％）であった。 
   
５．平成１６年４月から６月末までの保健所等におけるＨＩＶ抗体検査件数は１４，３５８件 

自治体が実施する保健所以外の検査件数は４，２５１件、保健所における相談件数が 
２９，７３０件であった。 
（平成１５年４月～６月末までの保健所における検査件数は１５，６２５件、自治体が

実施する保健所以外の検査件数は４，００１件、保健所における相談件数は３４，３６５件）  
  
６．平成１６年１月～６月の献血件数（速報値）は２，７４０，５７６件で、そのうち 
 ＨＩＶ抗体・核酸増幅検査陽性件数は４５件（昨年同時期２２件）、１０万件当たりの陽

性件数は１．６４２件であり、増加している。 
 
７．今回の報告では、特にＨＩＶ感染者報告数は過去最高となり、中でも「日本国籍の男



性の同性間性的接触」による増加が顕著であった。今後、青少年を対象とした予防啓発

事業もさらに推進していく必要がある。 
 
８．報告されたエイズ患者は、ＨＩＶに感染しても発症するまで受診しなかった人達であ

り、この数が減少しないと云う事は、検査機会を増やす必要のある事を示唆している。

自治体が実施する保健所以外の検査件数は増加傾向にあり、このような検査機会を増や

す事に対しての潜在的要求がある事を意味している。現在、東京都・名古屋市・大阪市

などで時間帯等に配慮した利便性の高い検査相談室等が開設されており、また診療報酬

改定により、「ＨＩＶの感染に関連しやすい性感染症が認められる場合でＨＩＶ感染症

を疑わせる自他覚症状がある場合は、本検査を算定できる」こととなったこともあり、

自治体においては、保健所やそれ以外での検査を推進すると共に、医療機関での検査の

機会についても拡げていく事が望まれる。感染の早期発見により、感染者本人が治療に

よるメリットを受けることができ、かつ本人が自分の感染を知る事により次の感染を押

さえる事に繋がり得る。 
   
９．献血における陽性率が増えているため、血液安全の観点からも、自発的な検査機会の

増加が望まれる。 



平成１６年７月２６日 

 

エイズ動向委員会の結果報告について 

 

 

１ 本日の委員会では、平成１６年３月２９日より平成１６年６月２７日までの感染症法

に基づく患者・感染者報告並びに平成１６年４月１日から平成１６年６月３０日までの任

意報告を解析した。 

 

２ 平成１６年３月２９日より平成１６年６月２７日までの間に感染症法に基づき報告

された新規エイズ患者数は７８件、新規ＨＩＶ感染者数は１９９件であった。 

  患者７８件、感染者１９９件の内訳は、 

 ① 感染原因別では、異性間の性的接触による患者２９件、感染者５５件、同性間の性

 的接触による患者２５件、感染者１２５件、静注薬物濫用による感染者１件、その他の

原因による患者２件、感染者７件、原因不明の患者２２件、感染者１１件であった。 

 

 ② 性別では男性患者６８件、感染者１８６件、女性患者１０件、感染者１３件であっ

  た。 

 

 ③ 年齢区分別では、患者は２０代７件、３０代２８件、４０代１４件、５０歳以上 

  ２９件、感染者は、１０代１件、２０代６７件、３０代７７件、４０代３０件、５０

 歳以上２４件であった。 

 

 ④ 国籍別では日本人患者５９件、感染者１７１件、外国人患者１９件、感染者２８件

 であった。 

 

 ⑤ 感染地域別では、国内で感染した患者５７件、感染者１５８件、海外で感染した患

 者７件、感染者１４件、感染地域不明患者１４件、感染者２７件であった。 

 

３ 患者７８件、感染者１９９件のうち 

 ① 異性間の性的接触による患者２９件、感染者５５件のうち日本人男性は、患者２２

  件、感染者３３件、日本人女性は、患者３件、感染者４件であった。 

   また、外国人男性は、患者１件、感染者１２件、外国人女性は、患者３件、感染者

  ６件であった。 

 

 ② 日本人男性患者５４件のうち２０代５件、３０代１８件、４０代７件、５０歳以上



  ２４件、日本人男性感染者１６７件のうち、１０代１件、２０代５８件、３０代６１

  件、４０代２４件、５０歳以上２３件であった。 

   また、日本人女性患者５件は３０代１件、４０代１件、５０歳以上３件、日本人女

  性感染者４件のうち、２０代２件、３０代１件、４０代１件であった。 

 

 ③ 外国人男性患者１４件のうち、２０代２件、３０代８件、４０代２件、５０歳以上 

  ２件、外国人男性感染者１９件のうち、２０代５件、３０代１１件、４０代２件、 

  ５０歳以上１件であった。 

   また、外国人女性患者５件のうち、３０代１件、４０代４件、外国人女性感染者９ 

  件のうち、２０代２件、３０代４件、４０代３件であった。 

 

 ④ 国内感染による患者５７件のうち日本人男性が４６件、日本人女性が４件、外国人

  男性が６件、外国人女性が１件であった。 

   また、国内感染による感染者１５８件のうち日本人男性が１４８件、日本人女性が

  ４件、外国人男性が５件、外国人女性が１件であった。 

 

 ⑤ 海外感染による患者７件のうち日本人男性が３件、外国人男性が２件、外国人女性

  ２件であった。 

   また、海外感染による感染者１４件のうち日本人男性が８件、外国人男性が５件、

  外国人女性が１件であった。 

 

４ 任意報告により 

 ① キャリア等からエイズ患者になったとの報告１件であった。 

 ② 患者・感染者の死亡２件はエイズが原因が０件、その他の原因が２件であった。 

 ③ 死亡報告２件のうち、４０代１件、５０歳以上１件であった。 

 

５ 平成１６年１月から６月末までの保健所におけるＨＩＶ抗体検査件数は１４，３５８

 件、自治体が実施する保健所以外の検査件数は４，２５１件、保健所における相談件数

 は２９，７３０件であった。 

 

６ 平成１６年１月から６月末日までの献血件数２，７４０，５７６件（速報値）のうち、

 ＨＩＶ陽性件数は４５件であった。 

 

 


